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志摩の人物史⑥

見
み

 瀬
せ

  辰
たつ

 平
へい

 （1880−1924）

明治13年神原村山原 森本家に生まれ、的矢村渡鹿野 見瀬家の養子となる。明治33年から的矢
湾で真珠養殖法の研究を始めた。明治36年真円真珠の形成法に成功、同38年に特許を出願し、同
時期に同じ内容の特許を出願した西川藤吉と共有するかたちで、見瀬・西川特許として許可され
た。その後も、大粒の真円真珠形成法を発明するなど、真珠養殖発展の基礎をつくり、真円真珠
の研究者、発明家として多大な功績を残しました。

右上写真は、賢島の円山公園にある頌徳碑です。

写真提供：見瀬久美子様
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平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
27
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
26

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の

制
定
１
件
、
廃
止
１
件
、
全
部
改
正
１
件
、
一
部
改
正
21
件
の
ほ
か
、

23
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
合
計
66
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
11
人
が
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

３
月
14
・
15
・
19
日
に
議
長
を
除
く
全
議
員
に
よ
り
予
算
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
・
特
別
会
計
５
会
計
・

企
業
会
計
２
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。（
委
員
長 

山
下
弘
・

副
委
員
長 

村
瀬
利
嗣
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
２
４
３
億
３
６
６
１
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
５
６
万
円
減
額
で
、
ほ
ぼ
同
程
度
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
の
総
額
が
53
億
６
７
０
４
万
円
で
前
年
度
よ
り

２
億
１
８
５
１
万
円
の
減
額
と
な
る
一
方
、
地
方
交
付
税
が
６
億
円

増
額
に
な
る
な
ど
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、
人
件
費
が
９
８
１
６
万
円
の
減
額
と
な
る
一
方
、
公
債

費
が
１
億
４
４
６
８
万
円
増
額
と
な
る
な
ど
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
が
介
護
給
付
費
の
伸
び
、
お
よ
び
介

護
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
４
億
３
２
７
８
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。 第

1
回（
3
月
）定
例
会

予
　
算
　
の
　
内
　
容

市債
（市の借金）
40億8570万円

市税
（みなさんからの税金）
　　53億6704万円

分担金及び負担金
2億640万円

使用料及び手数料
3億6802万円

財産収入
2573万円

寄附金
101万円

繰越金
4億5000万円

諸収入
5億8721万円

地方譲与税
1億7670万円

地方交付税
（国からもらえる市が自由に使えるお金）

89億円

依存財源
71％

自主財源
29％国・県支出金収入

34億3503万円

交付金収入
7億70万円

繰入金
3307万円

歳  入

243億 3661万円に決まる
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会 計 区 分 24年度予算（円） 前年度予算（円） 増　　減（円）
一 般 会 計 243億3661万 243億3917万 △256万

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 72億8127万 75億6642万 △2億8515万
後 期 高 齢 者 医 療 11億5319万 10億7820万 7499万
介 護 保 険 55億･ 634万 50億7356万 4億3278万
下 水 道 事 業 4億9983万 4億8483万 1500万
公 共 駐 車 場 整 備 ―　 2171万 △2171万
住宅新築資金等貸付事業 1089万 1353万 △264万
小 計 144億5152万 142億3825万 2億1327万

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 24億9339万 37億･ 126万 △12億･ 787万
収 益 的 支 出 15億6587万 15億1730万 4857万
資 本 的 支 出 9億2752万 21億8396万 △12億5644万

国民健康保険病院事業会計 17億9593万 20億6888万 △2億7295万
収 益 的 支 出 16億7653万 17億･ ･ 54万 △2401万
資 本 的 支 出 1億1940万 3億6834万 △2億4894万

小 計 42億8932万 57億7014万 △14億8082万
志摩市全体予算総額 430億7745万 443億4756万 △12億7011万

各会計別の当初予算一覧（△印は減額）

※公共駐車場整備特別会計は23年度末を
　もって廃止となりました。

市の予算は千円単位で作成していますが、分かりやすくするための万円単位で表示して
います。そのため、端数処理により金額や割合の合計などが合わない場合があります。

平成24年度

議会費
2億5896万円

予備費
3000万円

災害復旧費
106万円

総務費
（市役所の維持管理・

広報など）
32億282万円

民生費
（高齢者・障がい者・
児童の福祉など）
77億8042万円

衛生費
（ごみ処理・
保健事業など）
33億5277万円

農林水産業費
3億9026万円

消防費
12億9329万円

教育費
（学校教育・生涯学習など）

25億1204万円

土木費
（道路や公園の整備など）

16億4823万円

商工費
3億8685万円

公債費
（市の借金の返済）
34億7991万円

人権費
49億1264万円

扶助費
32億7438万円

公債費
（市の借金返済）
34億7990万円

予備費
3000万円

性質別 目的別

投資的経費
26億2081万円

投資及び出資金・貸付金
2122万円 繰出金

23億5942万円積立金
8億8420万円

補助費等
33億9794万円

物件費
32億1368万円

その他
経費
41％

義務的
経費
48％

投資的
経費
11％

投資的
経費
11％

維持補修費
1億4242万円

歳  出

243億 3661万円に決まる一般会計予算
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主 な 事 業 内 容
　

火
葬
場
建
設
の
た
め
、
敷
地
造
成
工
事
、
建
屋
建
築
工
事
、

電
気
機
械
設
備
工
事
、
火
葬
炉
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

布
施
田
地
区
に
は
、
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が

な
い
た
め
、
廃
所
と
な
る
布
施
田
保
育
所
を
改
修
し
、
再
利

用
を
図
り
ま
す
。

　

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
新
ご
み
処
理
施
設
の
平
成
26
年
度
か

ら
の
稼
働
に
向
け
、
ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
に
分
別

区
分
の
統
一
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
・
配
付
、
市
民
等
へ
の
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

津
波
浸
水
予
測
見
直
し
に

伴
い
、
自
治
会
等
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

山
田
地
区
に
集
会
所
を
整
備
す
る
た
め
、
設
計
業
務
、
建

設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
に
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、

低
地
に
あ
る
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
は
防

災
用
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
備
し
ま
す
。

火
葬
場
建
設
事
業　３億

９
４
１
５
万
円

志
摩
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
事
業　

１
１
８
９
万
円

ご
み
分
別
区
分
統
一
事
業７

６
５
万
円

防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
事
業

３
５
８
万
円

磯
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
事
業　

９
９
０
４
万
円

保
育
所
防
災
備
品
購
入
事
業　１

９
３
万
円

教
育
施
設
防
災
備
品
購
入
事
業　

９
０
０
万
円

まちづくりの志
未来を拓く

環境の志
自然とともに生きる

＜基本施策＞
①環境の志
②生活・安全の志
③地域経済の志
④健康・福祉の志
⑤教育・文化の志
⑥まちづくりの志

＜重点施策＞
❶里海推進事業
 「新しい里海の創生」
 の実現を推進
❷防災対策事業
 津波避難対策などを
 推進

生
活
・
安
全
の
志

安
全
を
保
ち
、
快
適
に
暮
ら
す
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主 な 事 業 内 容
平成２４年度一般会計予算

　

情
緒
面
に
不
安
定
さ
を
持
つ
児
童
・
生
徒
・
幼
児
に
対
し
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仲
立
ち
を
し
、
個
別
に
担
任
の
指
示
を
繰
り
返

し
伝
え
る
た
め
に
教
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
員
を
配
置
し
ま
す
。
小
学
校
４
名
、

中
学
校
１
名
、
幼
稚
園
９
名
。

　

三
重
県
志
摩
庁
舎
２
階
の
１
室
で
、
志
摩
医
師
会
お
よ
び
鳥
羽
志
摩
薬

剤
師
会
の
医

師
、
薬
剤
師

な
ど
が
当
番

制
で
診
療
を

行
い
ま
す
。

　

雨
漏
り
す
る
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
で
の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
屋
上
防
水
、
外
壁
改
修
な
ど
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

「
新
し
い
里
海
創
生
」
の
取
組
み
を
推
進
す
る
た

め
に
、
「
里
海
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
確
立
し
、
そ
の
利

用
の
普
及
と
拡
大
を
図
る
た
め
の
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

教
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
員
配
置
事
業　

２
５
９
８
万
円

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
管
理
運
営
費　

２
３
９
８
万
円

磯
部
中
学
校
校
舎
等
大
規
模
改
造
事
業　

３
５
４
７
万
円

里
海
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
員
育
成
事
業　

５
３
３
万
円

健康・福祉の志
人と命を大切にする

教育・文化の志
人を育て、ふるさとを誇る

地
域
経
済
の
志

ま
ち
を
潤
す
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問　

10
年
間
、
個
人
住
民
税

に
限
り
５
０
０
円
の
増
税

と
い
う
こ
と
だ
が
、
対
象

世
帯
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

個
人
に
課
税
す
る
た
め

世
帯
数
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
個
人
の
納

税
義
務
者
数
の
実
績
は

２
万
６
４
８
１
人
で
す
。

問　

納
税
者
だ
け
が
増
額
対

象
と
な
り
、
対
象
外
の
低

所
得
者
は
負
担
し
な
く
て

よ
い
。
税
の
公
平
性
か
ら

減
税
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　

国
の
法
律
、
地
方
税
法

等
に
則
っ
た
実
施
が
原
則

で
あ
り
、
現
在
減
税
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

ど
れ
く
ら
い
の
増
収
に

な
る
か
。

答　

個
人
住
民
税
で
約

１
４
８
０
万
４
千
円
増
、

　

た
ば
こ
税
で
５
１
７
０
万

　

３
千
円
増
の
見
込
み
で
す
。

　
　

法
人
市
民
税
は
、
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め

総務財政常任委員会（19件）

常任委員会の審査から

○ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
　  人事院勧告に従い、給与水準引き下げによる経過措置額の廃止に伴う一部改正。
○ 税条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
　  地方税法および地方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を改正する法律ならびに東日本大震災からの復興に
　  関し、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保にかかる地方税の臨時特例に関する法律
　  などの公布により、法に準拠した一部改正。
○ 指定管理者の指定（神明地区公民館）　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（立神ふれあいセンター）　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（志島地区公民館）　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（甲賀地区公民館）　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（国府地区公民館）　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（安乗漁民センター）　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（波切コミュニティセンター）　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（名田地区公民館）　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（畔名コミュニティセンター）　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（片田共同福祉施設）　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（御座コミュニティセンター）　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（間崎島開発総合センター）　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（渡鹿野島コミュニティ公園、渡鹿野島開発総合センター）・・・（賛成全員）
○ 三重県市町職員退職手当組合の解散に関する協議　　　　　　 　　　・・・・・・（賛成全員）
○ 三重県市町職員退職手当組合の解散に伴う財産処分に関する協議 　　・・・・・・（賛成全員）
○ 三重県自治会館組合の共同処理する事務の変更及び三重県自治会館組合規約の変更に関する協議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  三重県自治会館組合の名称変更ならび共同処理する事務に常勤職員の退職手当支給事務と消防救急無線設備の
　  整備等の事務を加えることなどについて関係市町と協議を行う。
○ 志摩広域消防組合の規約の変更に関する協議　　　　　　　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
　  志摩広域消防組合の共同処理する事務を変更するため、規約の変更について協議を行う。

― 付託案件･主な質疑 ―

減
税
の
考
え
は

　３月８日に総務財政委員会（委員長 井上裕允、副委員長 助田時夫）、12日に教育民生常任委員会（委
員長 上村繁子、副委員長 中村和晃）、13日に産業建設常任委員会（委員長 濵口三代和、副委員長 山下　弘）
を開催し、各委員会に付託された案件について、それぞれ審査しました。

主
な
質
疑
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約
１
７
４
２
万
７
千
円
減

の
見
込
み
で
、
差
し
引
き

す
る
と
約
４
９
０
８
万
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

問　

指
定
管
理
を
受
け
な
い

施
設
は
ど
こ
か
。

答　

迫
子
地
区
公
民
館
、
南

張
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

船
越
地
区
公
民
館
、
越
賀

地
区
の
多
目
的
集
会
施
設

で
す
。

問　

自
治
会
が
事
務
所
と
し

て
使
用
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
が
、
指
定
管
理
を
受

け
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
従

来
通
り
使
用
で
き
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
を
受
け
な
い

と
こ
ろ
は
、
支
所
の
管
理

に
な
り
ま
す
。
自
治
会
が

ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い

く
か
は
、
個
別
に
自
治
会

と
の
協
議
の
中
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

地
区
の
み
ん
な
が

集
え
る
場
所

指定管理になる神明地区公民館

教育民生常任委員会（17件）
○ 阿児農業者健康管理センターの設置及び管理に関する条例の廃止　　・・・・・・（賛成全員）
　  24年度から実施する学校給食センター改築に伴い、阿児農業者健康管理センターを取り壊すための廃止。
○ 行政組織条例等の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  住民基本台帳および入国管理法の一部改正、外国人登録法を廃止する法律の可決による制度改正に伴い、関係
　  条例を一括に整理するための一部改正。
○ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  家庭相談員と母子自立支援の女性相談員の兼務を解き、専任の女性相談員を置くための一部改正。
○ 奨学基金条例の全部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  一般会計に予算計上し、貸与していた奨学金について、基金の額を１億３５００万円と定め、現資金の範囲内で貸
　  与する定額運用基金へ変更するための全部改正。
○ 学校設置条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  学校再編による波切中学校の名称変更および波切小学校名田分校、船越中学校、的矢中学校の廃校に伴う一部改正。
○ 福祉医療費の助成に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  乳幼児医療費助成制度における県の基準が変更になったことに伴う一部改正。
○ 障害者施策推進協議会条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
  　障害者基本法の一部を改正する法律の施行による障害者基本法の条項移動に伴う一部改正。
○ 国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部改正　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  浜島診療所の位置の変更および使用料等の額に関する別表に変更に伴う一部改正。
○ 介護保険条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成多数）
　  第５期志摩市介護保険基本計画および高齢者福祉計画に基づき、介護保険料率を改正するための一部改正。
○ 介護老人保健施設の設置及び管理に関する条例及び要介護者等の虐待防止等に関する
　 条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  介護保険法の一部改正に伴う条項の移動による一部改正。
○ 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  関係法令の改正に伴う一般廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格を追加するための一部改正。
○ 自然と環境の保全に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  関係法令との整合を図り、建物用途別水質許容限度に適合する汚水処理施設の設置義務を削除するための一部改正。
○ 自転車等の放置の防止に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  公共自転車等駐車場に長期間放置されている自転車などへの指導および撤去に関する条項を具体的に追加するための一部改正。
○ 指定管理者の指定（山田集会所）　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（梶坊集会所）　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（山原集会所）　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定（素行集会所、長岡集会所、迫間中央集会所、あすなろ集会所）  ・・・（賛成全員）
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産業建設常任委員会（９件）
○ 財産の無償譲渡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・（賛成全員）
　  市所有の穴川集出荷場について地縁団体穴川区から無償譲渡の要望があったため、穴川区の地域振興に寄与す
　  ることを目的に無償譲渡する。

○ 景観条例の制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・（賛成全員）
　  景観法に基づく、景観行政団体となり景観計画を策定するために制定。

○ 特別会計条例及び鵜方駅前公共駐車場施設整備基金条例の一部改正   ・・・・・・（賛成全員）
　  公共駐車場整備特別会計を廃止し、一般会計で経理を行うことに伴う一部改正。

○ 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  土地改良法が一部改正されたことによる関係条文の一部改正。

○ 南張海浜公園管理棟の設置及び管理に関する条例の一部改正　　　　・・・・・・（賛成多数）
　  管理に関する業務内容の変更および市の直営事業としても管理できるようにする一部改正。

○ 鵜方駅前公共駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  公共駐車場整備特別会計の廃止および鵜方駅前公共駐車場の改修工事による管理システム形態の変更に伴う
　  一部改正。

○ 公園条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・（賛成全員）
　  波切ファミリー公園（大王町）と浜公園（磯部町）の公園用途廃止に伴う一部改正。

○ 下水道条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・（賛成全員）
　  下水道法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条文の一部改正。

○ 市営住宅管理条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・（賛成全員）
　  公営住宅法が一部改正されたことによる関係条文の一部改正。

問　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の

通
院
費
を
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
市
単
独

の
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　

現
在
、
市
単
独
で
６
年

生
ま
で
の
入
院
費
補
助

を
実
施
し
、
23
年
度
は

１
０
０
万
円
を
予
算
計
上

し
ま
し
た
。

　
　

し
か
し
、
県
下
で
24
年

９
月
か
ら
６
年
生
ま
で
の

通
院
費
も
含
め
た
補
助
事

業
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

志
摩
市
も
こ
れ
に
賛
同
し
、

24
年
度
は
８
８
０
０
万
円

を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　
　

９
月
ま
で
は
１
０
０
万

円
の
市
単
独
の
入
院
費
補

助
事
業
で
す
が
、
９
月
以

降
、
８
７
０
０
万
円
の
通

院
費
を
含
め
た
補
助
事

業
と
し
て
、
県
か
ら
２

分
の
１
の
補
助
が
あ
る

の
で
、
市
の
出
し
分
は

４
３
０
０
万
円
で
す
。

問　

値
上
げ
を
抑
え
る
す
べ

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

負
担
割
合
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
以

上
抑
え
る
と
な
る
と
給
付

費
を
抑
え
る
か
、
見
込
み

を
抑
え
る
か
、
あ
と
は
法

定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
う

か
と
い
う
手
立
て
し
か
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
法
定
外
繰
り
入
れ

は
や
る
べ
き
で
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

い
ざ
と
い
う
と
き
必
要

な
介
護
が
充
分
受
け
ら
れ

る
の
か
。

答　

訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
、
需
要
に
対
し
供

給
は
ほ
ぼ
充
た
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
が
、
訪
問
看

護
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
実

際
に
改
善
を
期
待
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
理
学
療
法

士
な
ど
の
専
門
職
が
足
り

な
い
こ
と
も
あ
り
、
事
業

者
が
出
て
こ
な
い
状
況
で

す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で

は
ま
だ
足
り
な
い
サ
ー
ビ

ス
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
の
で
、
啓
発
な
ど
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

中
学
生
ま
で
と
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　

ど
の
よ
う
に
福
祉
医
療

助
成
事
業
を
や
っ
て
い
く

か
は
、
県
と
29
市
町
の
検

討
会
議
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
　

市
町
に
よ
っ
て
対
象
を

独
自
に
拡
大
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
財

政
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

恒
久
的
に
必
要
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
、

検
討
会
議
で
の
協
議
の
内

容
等
も
合
わ
せ
た
上
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

所
得
制
限
は
い
く
ら
か
。

答　

前
年
の
所
得
に
基
づ
き
、

児
童
手
当
の
特
例
給
付
以

上
の
所
得
制
限
に
応
じ
て

段
階
的
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

扶
養
親
族
が
あ
る
か
な

い
か
、
或
い
は
扶
養
親
族

が
１
人
か
２
人
か
な
ど
事

情
に
応
じ
て
５
０
０
万
円

と
か
６
０
０
万
円
と
段
階

別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
値
上
げ

主
な
質
疑

医
療
助
成

中
学
生
ま
で
の
考
え
は
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　平成23年第４回（12月）定例会において継続審査となった･･指定管理者の指定について（道の
駅「伊勢志摩」）･ ･について、１月31日に産業建設常任委員会において再審査を行い、２月27日
の本会議で賛成多数により可決されました。

インターネットで会議録が閲覧できます

問　

障
が
い
者
用
駐
車
場
が

１
カ
所
造
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
管
理
は
ど
う
す
る
の

か
。

答　

車
い
す
の
使
用
者
や
障

が
い
者
、
高
齢
者
の
た
め

の
「
思
い
や
り
駐
車
場
」

で
料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
　

管
理
は
、
都
市
計
画
課

で
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
看
板
等
も
「
思
い

や
り
駐
車
場
」
と
設
置
し

ま
す
。

問　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
部
分

は
何
台
あ
る
の
か
。

答　

２
台
で
す
。

問　

指
定
管
理
者
の
管
理
は
、

変
わ
ら
な
い
の
か
。
構
内

の
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
バ
ス

の
台
数
に
変
更
は
な
い
の

か
。

答　

タ
ク
シ
ー
は
、
15
台
か

ら
14
台
に
、
バ
ス
は
３
台

で
す
。
指
定
管
理
者
に
運

営
を
お
願
い
し
て
お
り
、

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
鵜
方
駅
前

公
共
駐
車
場

問　

今
な
ぜ
景
観
行
政
団
体

に
な
ろ
う
と
す
る
の
か
。

答　

今
、
県
が
景
観
行
政
団

体
で
す
が
、
県
下
全
般
に

あ
て
は
め
た
基
準
で
す
。

　
　

市
は
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
の
中
に
あ
り
、
里
海
や

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば

高
さ
が
一
つ
だ
け
抜
き
ん

出
て
い
る
と
か
、
景
観
上

「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
」
と

い
う
の
が
あ
る
と
、
訪
れ

る
人
も
少
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま

す
の
で
、
市
独
自
の
景
観

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

も
し
違
反
す
る
看
板
が

あ
れ
ば
ど
う
す
る
の
か
。

答　

景
観
計
画
を
定
め
る
と
、

地
域
の
景
観
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
広
告
物
も
で
す
が
、

建
物
の
形
や
色
、
工
作
物

の
高
さ
な
ど
事
前
に
市
の

窓
口
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
届

出
勧
告
制
度
を
設
け
ま
す
。

市
独
自
の
景
観
を

主
な
質
疑

　市議会では、市ホームページにおいて平成17年11月以降の定例会・臨時会および各委員会の会
議録を公開しています。
　質問等の詳細は、志摩市議会会議録をご覧ください。

※システムをご利用できない方および平成17年10月以前のものを閲覧したい方は、各図書館
（室）、各支所に備え付けの会議録を閲覧してください。

会議録検索システム
【志摩市ホームページ】→【志摩市議会】→【志摩市議会会議録】

ＵＲＬ http://www.kensakusystem.jp/shima/index.html

平成２４年第 1 回
定例会の会議録は
 ７ 月ごろ公開
予定です。

鵜
方
駅
前
公
共
駐
車
場
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平
成
２３
年
度 

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
５
会
計
・
企
業
会

計
２
会
計
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
10
億
６
９
６
５
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
７
億
８
７
４
２
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度 

補
正
予
算
可
決

補正後（円） 補正前（円） 補正額（円）

一 般 会 計 267億8742万 257億2677万 10億6065万

特･

別･

会･

計

国民健康保険 77億6454万 79億6725万 △2億271万

後期高齢者医療 10億9963万 10億8704万 1259万

介護保険 52億3938万 51億7073万 6865万

公共駐車場整備 3079万 3088万 9万

住宅新築資金等貸付事業 1498万 1451万 47万

企･

業･

会･

計

水道事業
収益的支出 15億1259万 14億9318万 1941万

資本的支出 22億2248万 21億8476万 3772万

市立国民健康
保険病院事業

収益的支出 16億9803万 16億9258万 545万

資本的支出 3億2365万 3億6834万 △4469万

補正予算一覧（△印は減額）

 主な一般会計補正予算（△印は減額）

• 基金管理費　　・ ・・・・・・・ 　１億９１６２万円
•社会福祉総務費・ ・・・・・・・ 　　△１４１４万円
•障害者福祉費　・ ・・・・・・・ 　　△２５１７万円
•病院費　　　　・ ・・・・・・・ 　　△１２６０万円・
• 清掃総務費　　・ ・・・・・・・ △２億６９７８万円
•都市計画総務費・ ・・・・・・・ 　　△１２８９万円
•非常備消防費　・ ・・・・・・・ 　　　１３９１万円・・
• 小学校耐震化･大規模改造事業費・ 　１億５１３７万円
•小学校改築事業費・ ・・・・・・ 　４億４８６０万円
•中学校耐震化･大規模改造事業費・ 　３億５４７８万円
•学校給食費　　・ ・・・・・・・ 　５億２１１７万円

社
会
福
祉
総
務
費

　

住
宅
手
当
の
申
請
が
無
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
住
ま
い
対

策
緊
急
措
置
費
の
減
額
お
よ

び
交
付
申
請
に
基
づ
く
精
査

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
基
盤

安
定
繰
出
金
の
減
額
で
す
。

障
害
福
祉
費

　

支
給
見
込
み
人
数
の
変
更

に
よ
る
特
別
障
害
者
手
当
の

減
額
お
よ
び
事
業
実
績
に
基

づ
く
障
害
者
自
立
支
援
緊
急

対
策
助
成
事
業
費
の
減
額
で

す
。

清
掃
総
務
費

　

今
年
度
事
業
の
精
算
に
伴

う
、
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
ご

み
処
理
関
係
分
担
金
の
減
額

で
す
。

非
常
備
消
防
費

　

消
防
団
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を

整
備
し
ま
す
。

小
学
校
耐
震
化
・

　
　
　
大
規
模
改
造
事
業
費

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算
に

よ
り
、
鵜
方
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
修
費
を
前
倒
し
で
計

上
し
ま
し
た
。

中
学
校
耐
震
化
・

　
　
　
大
規
模
改
造
事
業
費

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算
に

よ
り
、
文
岡
中
学
校
屋
内
運

動
場
耐
震
化
工
事
費
お
よ
び

波
切
中
学
校
校
舎
大
規
模
改

修
費
を
前
倒
し
で
計
上
し
ま

し
た
。

学
校
給
食
費

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算
に

よ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
工
事
費
を
前
倒
し
で
計

上
し
ま
し
た
。

問　

整
備
す
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
の
個
数
は
。

答　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は

全
団
員
８
５
３
人
分
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
２
６
９

台
で
す
。

問　

国
か
ら
の
補
助
率
は
。

答　

３
分
の
１
で
す
。

問　

プ
ー
ル
改
修
も
事
業
費

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
計
画
に
合
わ
せ
て
や

っ
て
は
ど
う
か
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
段
階
で
す
。

　
　

保
護
者
、
自
治
会
と
も

に
、
今
後
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

主
な
質
疑

消
防
団
員
の

安
全
確
保

鵜
方
小
学
校
の

プ
ー
ル
は
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利
用
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
住
民
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
団
体
が
管
理
す
る
こ
と
で
、

そ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
せ
る
た
め
、
市
内

21
施
設
に
お
い
て
、
各
地
区
の
自
治
会
が
平

成
24
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
指
定

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改正前 報酬月額 削減金額 改正後 報酬月額

議　　長 ４９５，０００円 ２５，０００円 ４７０，０００円

副 議 長 ４２０，０００円 ２１，０００円 ３９９，０００円

議　　員 ３９０，０００円 ２０，０００円 ３７０，０００円

施設名 所在地 指定管理者となる団体
神明地区公民館 阿児町神明6番地 神明自治会

立神ふれあいセンター 阿児町立神2056番地 立神自治会

志島地区公民館 阿児町志島94番地 志島自治会

甲賀地区公民館 阿児町甲賀4647番地1 甲賀自治会

国府地区公民館 阿児町国府2108番地 国府自治会

安乗漁民センター 阿児町安乗1070番地 安乗自治会

波切コミュニティセンター 大王町波切490番地3 波切自治会

名田地区公民館 大王町名田179番地 名田自治会

畔名コミュニティセンター 大王町畔名461番地1 畔名自治会

片田共同福祉施設 志摩町片田2344番地2 片田自治会

御座コミュニティセンター 志摩町御座701番地1 御座自治会

間崎島開発総合センター 志摩町和具4236番地 和具自治会

渡鹿野島コミュニティ公園 磯部町渡鹿野370番地4 渡鹿野自治会

渡鹿野島開発総合センター 磯部町渡鹿野444番地2 渡鹿野自治会

山田集会所 磯部町山田313番地6 山田自治会

梶坊集会所 磯部町迫間1669番地1 迫間自治会

山原集会所 磯部町山原240番地 山原自治会

素行集会所 磯部町迫間471番地2 迫間自治会

長岡集会所 磯部町迫間500番地18 迫間自治会

迫間中央集会所 磯部町迫間580番地1 迫間自治会

あすなろ集会所 磯部町迫間533番地110 迫間自治会

平成２４年４月１日から議員報酬を約５％削減し、役職別に下記のように改めることを決定しました。

議員報酬削減を決定
○ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正　　　・・・・・・（賛成多数）
　  特別職報酬等審議会の答申を受け、議長・副議長ならびに議員の報酬を減額するための一部改正。

特別職報酬等審議会とは
　市長の諮問に応じ、議員報酬なら
びに市長および副市長等の給与の額
について審議する機関のことです。
　委員10人以内をもって組織し、そ
の委員は、志摩市の区域内の公共的
団体等の代表者その他住民のうちか
ら、必要の都度、市長が委嘱します。

市内
21施設

指
定
管
理
者
決
ま
る
４月から
３年間

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

公
の
施
設
の
管
理
、
運
営
を
民

間
事
業
会
社
を
含
む
法
人
や
そ
の

他
の
団
体
に
、
委
託
す
る
事
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

指
定
管
理
者
は
、
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
で
公
正
か
つ
適
正
に

選
定
さ
れ
、
議
会
に
諮
ら
れ
ま
す
。
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議 案 の 審 議 結 果 一 覧 表
議　　案　　名 議決結果

賛成 反対
議案第99号 指定管理者の指定について（道の駅「伊勢志摩」） 賛成多数 18 3
議案第１号 財産の無償譲渡 賛成全員
議案第２号 景観条例の制定 賛成全員
議案第３号 阿児農業者健康管理センターの設置及び管理に関する条例の廃止 賛成全員
議案第４号 行政組織条例等の一部改正 賛成全員
議案第５号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 賛成多数 16 5
議案第６号 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第７号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 賛成多数 20 1
議案第８号 特別会計条例及び鵜方駅前公共駐車場施設整備基金条例の一部改正 賛成全員
議案第９号 税条例の一部改正 賛成全員
議案第10号 奨学基金条例の全部改正 賛成全員
議案第11号 学校設置条例の一部改正 賛成全員
議案第12号 福祉医療費の助成に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第13号 障害者施策推進協議会条例の一部改正 賛成全員
議案第14号 国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第15号 介護保険条例の一部改正 賛成多数 20 1
議案第16号 介護老人保健施設の設置及び管理に関する条例及び要介護者等の虐待防止等に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第17号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第18号 自然と環境の保全に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第19号 自転車等の放置の防止に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第20号 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第21号 南張海浜公園管理棟の設置及び管理に関する条例の一部改正 賛成多数 19 2
議案第22号 鵜方駅前公共駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正 賛成全員
議案第23号 公園条例の一部改正 賛成全員
議案第24号 下水道条例の一部改正 賛成全員
議案第25号 市営住宅管理条例の一部改正 賛成全員
議案第26号 平成23年度一般会計補正予算（第５号） 賛成全員
議案第27号 平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 賛成全員
議案第28号 平成23年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成多数 19 2
議案第29号 平成23年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 賛成全員
議案第30号 平成23年度公共駐車場整備特別会計補正予算（第３号） 賛成全員
議案第31号 平成23年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号） 賛成多数 20 1
議案第32号 平成23年度水道事業会計補正予算（第２号） 賛成多数 17 3
議案第33号 平成23年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号） 賛成全員
議案第34号 平成24年度一般会計予算 賛成多数 18 3
議案第35号 平成24年度国民健康保険特別会計予算 賛成全員
議案第36号 平成24年度後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数 19 2
議案第37号 平成24年度介護保険特別会計予算 賛成多数 20 1
議案第38号 平成24年度下水道事業特別会計予算 賛成全員
議案第39号 平成24年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 賛成多数 20 1
議案第40号 平成24年度水道事業会計予算 賛成多数 19 2
議案第41号 平成24年度国民健康保険病院事業会計予算 賛成全員
議案第42号 指定管理者の指定（神明地区公民館） 賛成全員
議案第43号 指定管理者の指定（立神ふれあいセンター） 賛成全員
議案第44号 指定管理者の指定（志島地区公民館） 賛成全員
議案第45号 指定管理者の指定（甲賀地区公民館） 賛成全員
議案第46号 指定管理者の指定（国府地区公民館） 賛成全員
議案第47号 指定管理者の指定（安乗漁民センター) 賛成全員
議案第48号 指定管理者の指定（波切コミュニティセンター) 賛成全員
議案第49号 指定管理者の指定（名田地区公民館) 賛成全員
議案第50号 指定管理者の指定（畔名コミュニティセンター) 賛成全員
議案第51号 指定管理者の指定（片田共同福祉施設) 賛成全員
議案第52号 指定管理者の指定（御座コミュニティセンター） 賛成全員
議案第53号 指定管理者の指定（間崎島開発総合センター） 賛成全員
議案第54号 指定管理者の指定（渡鹿野島コミュニティ公園、渡鹿野島開発総合センター） 賛成全員
議案第55号 指定管理者の指定（山田集会所） 賛成全員
議案第56号 指定管理者の指定（梶坊集会所） 賛成全員
議案第57号 指定管理者の指定（山原集会所） 賛成全員
議案第58号 指定管理者の指定（素行集会所、長岡集会所、迫間中央集会所、あすなろ集会所） 賛成全員
議案第59号 三重県市町職員退職手当組合の解散に関する協議 賛成全員
議案第60号 三重県市町職員退職手当組合の解散に伴う財産処分に関する協議 賛成全員
議案第61号 三重県自治会館組合の共同処理する事務の変更及び三重県自治会館組合規約の変更に関する協議 賛成全員
議案第62号 志摩広域消防組合の規約の変更に関する協議 賛成全員
議案第63号 工事請負契約の締結 賛成多数 19 1
議案第64号 物品購入契約の締結 賛成多数 17 3
議案第65号 訴えの提起 賛成多数 20 1
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問　

神
明
長
沢
地
区
へ
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
の
課
題
、

解
決
す
べ
き
問
題
点
を
整
理

し
て
い
る
か
。

市
長　

長
沢
へ
の
東
海
地
区

幼
保
一
体
化
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
等
説
明
会

を
開
催
し
、
関
係
４
地
区
の

十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
、
署
庁
舎
整
備

も
幼
保
園
の
予
定
地
と
同
一

地
域
の
長
沢
多
目
的
広
場
で

計
画
し
て
い
ま
す
。
長
沢
多

目
的
広
場
は
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
教
育
委

員
会
、
子
育
て
支

援
課
、
地
域
防
災

室
が
連
携
を
密
に

し
、
長
沢
地
区
の

そ
れ
ぞ
れ
の
諸
整

備
に
つ
い
て
説
明

し
、
理
解
を
求
め

ま
す
。

　

個
別
的
に
は
幼

保
一
体
化
施
設
、

消
防
本
部
・
消
防
署
、
そ
し

て
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
三
施

設
が
有
効
的
に
機
能
す
る
よ

う
、
関
係
部
局
が
連
携
を
取

り
合
い
、
全
体
的
な
視
野
に

立
ち
、
取
り
組
ん
で
い
く
よ

う
進
め
ま
す
。

問　

道
の
整
備
が
大
切
で
す
。

ど
う
整
備
す
る
の
か
。

副
市
長　

志
摩
消
防
署
は
阿

児
管
轄
で
す
の
で
道
に
つ
い

て
も
、
車
の
走
る
方
向
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

道
路
網
に

つ
い
て
は
、
関
係
す
る
部
署

と
も
し
っ
か
り
協
議
し
対
応

し
ま
す
。

11
議
員
が
一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
聞
く
！

どうなる
長沢地区

問　

里
海
創
生
基
本
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
推
進

の
た
め
の
財
源
の
確
保
と
環

境
保
全
の
権
限
、
海
面
利
用

の
権
限
を
国
、
県
か
ら
市
へ

の
移
譲
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
、
統
合
的
沿
岸
管
理

の
特
区
を
目
指
す
議
論
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
計
画
策
定

の
中
で
、
こ
の
特
区
を
め
ざ

す
議
論
は
ど
う
し
た
の
か
。

市
長　

こ
の
計
画
は
、
地
方

の
自
治
体
が
持
続
可
能
な
発

展
を
模
索
し
て
い
く
上
で
、

志
摩
市
な
ら
で
は
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
す
が
、
み
な

さ
ん
の
理
解
や
計
画
推
進
の

財
源
確
保
だ
け
で
な
く
、
沿

岸
域
に
輻ふ

く
そ
う輳
し
て
い
る
行
政

部
局
の
規
制
や
関
係
者
間
の

調
整
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題

と
な
り
ま
す
。
環
境
保
全
や

海
面
利
用
の
許
認
可
権
限
を

国
、
県
が
有
し
て
い
る
こ
と

で
、
市
の
地
域
発
展
に
ど
の

よ
う
な
障
害
が
生
じ
る
の
か
。 　

ま
た
、
市
が
有
す
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

整
理
し
、
関
係
す
る
方
々
の

合
意
を
得
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
制
度
、
ル
ー
ル
が
必
要
に

な
る
の
か
は
、
計
画
で
新
た

に
設
置
す
る
協
議
会
で
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

検
討
さ
れ
る
課
題
の
中
で
、

公
的
権
限
な
ど
に
関
す
る
課

題
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
の
海
洋
政
策
に
関

す
る
重
要
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
海
洋
政
策
研
究
財
団

と
共
同
で
志
摩
市
の
沿
岸
総

合
的
管
理
に
関
す
る
研
究
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
中
で
課
題
へ
の
対
処
法

な
ど
に
つ
い
て
、
国
の
関
係

機
関
と
も
連
絡
調
整
し
な
が

ら
特
区
制
度
の
活
用
が
可
能

な
の
か
、
あ
る
い
は
、
他
の

対
処
法
が
有
効
な
の
か
な
ど
、

判
断
し
て
取
り
決
め
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

里
海
特
区
を
め
ざ
そ
う

議員
坂 口 　 洋

建設予定地の長沢多目的広場
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議員
西 﨑 甚 吾

「平成24年度予算は編成方針に
基づき」予算編成が行われたのか

問　

市
の
状
況
に
見
合
っ
た

予
算
が
で
き
た
の
か
。

　

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

さ
ず
編
成
で
き
た
要
因
は
な

に
か
。

　
「
事
務
事
業
の
見
直
し
・
事

業
の
創
出
と
廃
止
・
事
業
の

縮
減
管
理
」
が
編
成
方
針
で

あ
る
が
「
志
摩
特
産
物
販
売

施
設
」「
阿
児
特
産
物
開
発
セ

ン
タ
ー
」
を
協
議
検
討
さ
れ

た
の
か
。

市
長　

国
に
お
い
て
前
年
度

並
み
の
地
方
交
付
税
が
確
保

さ
れ
、
2
5
6
万
円
減
の
当

初
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
基

金
を
崩
さ
ず
、
予
算
編
成
で

き
た
の
は
、
交
付
税
の
増
額

問　

道
の
駅
「
伊
勢
志
摩
」

は
、
そ
の
目
的
を
果
た
し
て

い
る
の
か
。

　
「
安
乗
埼
灯
台
資
料
館
」と

岬
園
地
の
施
設
は
一
体
的
な

管
理
を
行
わ
な
い
の
か
。

　
「
志
摩
の
里
」
と
「
前
島
診

療
所
」
で
協
定
書
に
あ
る
補

助
金
額
見
直
し
の
協
議
を
し

な
い
の
か
。

市
長　

道
の
駅
は
収
益
性
が

な
く
、
営
利
団
体
が
指
定
を

受
け
る
に
は
難
し
い
。
伊
勢

志
摩
物
産
館
と
連
動
し
た
運

営
が
見
込
め
る
た
め
、
伊
勢

志
摩
物
産
館
協
同
組
合
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
憩
・
情
報
発

信
・
地
域
の
連
携
機
能
を
持

つ
休
憩
施
設
と
し
て
、
年
間

20
万
人
を
超
す
来
場
者
が
あ

り
、
そ
の
役
割
や
一
定
の
成

果
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　

灯
台
資
料
館
も
収
益
性
が

な
く
、
全
国
の
参
観
灯
台
を

て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
振
興
協
会
の
運

営
が
黒
字
化
し
て
き
た
場
合

は
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
充
て
る
と
い
う
計
画
で

あ
り
、
管
理
料
の
変
更
を
求

め
る
よ
り
、
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
と
し

て
も
連
携
を
取
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
営
す
る
燈
光
会
に
指
定
管

理
が
最
も
事
業
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
休
憩

舎
は
自
治
会
か
ら
の
要
望
で

使
用
を
認
め
許
可
し
た
も
の

で
、
協
定
書
や
契
約
書
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
園
内

は
現
状
の
管
理
方
法
で
行
い

ま
す
。

　
「
志
摩
の
里
」「
前
島
診
療

所
」
で
す
が
、

指
定
管
理
料
と

し
て
毎
年
度
４
，

０
０
０
万
円
支

払
い
、
運
営
交

付
金
は
、
20
年

度
に
２
億
円
、

21
年
度
と
22
年

度
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
円
を
補
助

し
ま
し
た
。

　

運
転
資
金
を

20
年
度
に
２
億

円
、
無
利
子
で

預
け
る
と
い
う

協
定
で
貸
付
し

が
見
込
め
た
こ
と
と
、
国
の

23
年
度
補
正
予
算
が
あ
り
、

24
年
度
予
定
の
事
業
が
前
倒

し
で
実
施
で
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

特
産
物
両
施
設
は
、
財
政

健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
存
続
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

志
摩
の
販
売
施
設
は
国
、

県
と
の
協
議
の
結
果
、
長
期

利
用
財
産
処
分
が
承
認
済
の

た
め
特
産
物
の
振
興
と
地
域

活
動
拠
点
と
し
て
、
直
営
か

ら
管
理
委
託
へ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
農
水

産
物
の
加
工
販
売
や
調
査
研

究
か
ら
普
及
を
図
る
施
設
で

あ
り
、
里
海
イ

メ
ー
ジ
で
特
産

物
を
開
発
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

利
益
を
生
み

市
民
に
還
元
で

き
る
施
設
で
な

い
と
い
け
な
い

の
で
、
指
定
管

理
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
し
て
」

検
討
す
べ
き
問
題
は
な
い
の
か

阿児特産物開発センター
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国府地区の避難所の建築は
予算化されたのか 村 瀬 利 嗣

議員

問　

昨
年
３
月
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
視
察
活
動
で
赴
い

た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
11
月
に
も
２
泊
３
日
で
会

派
議
員
や
新
星
会
派
議
員
と

赴
き
、
視
察
や
宮
城
県
の
気

仙
沼
市
議
会
議
員
６
人
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
、
想
像

を
絶
す
る
想
定
外
の
震
災
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

貴
重
な
生
の
体
験
談
は
今
後

の
市
の
防
災
に
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、

国
府
地
区
に
避
難
場
所
の
建

築
を
と
の
要
望
は
、
予
算
化

さ
れ
た
の
か
。

市
長　

今
年
度
の
防
災
対
策

の
主
な
事
業
で
、
国
府
小
学

校
な
ど
に
近
く
、
県
道
を
横

断
し
た
山
側
の
海
抜
21
メ
ー

ト
ル
の
土
地
に
、
鉄
筋
平
屋

建
て
の
約
40
坪
の
避
難
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

観
光
客
の
獲
得
は
、
市

の
究
極
の
課
題
で
、
式
年
遷

宮
で
伊
勢
神
宮
な
ど
を
訪
れ

る
観
光
客
の
獲
得
に
は
、
観

光
案
内
地
図
看
板
の
設
置
が

必
要
不
可
欠
と
一
昨
年
９
月

の
一
般
質
問
で
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
伊
勢
神
宮
付
近
に
設

置
予
定
と
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
場
所
に
設
置
を
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

イ
オ
ン
伊
勢
店
近
く

に
、
御
食
つ
国
志
摩
市
の
表

示
で
、
背
景
に
英
虞
湾
を
イ

メ
ー
ジ
の
写
真
の
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

問　

御
食
つ
国
の
看
板
は
、

横
山
か
ら
の
景
色
の
看
板
で

問　

小
学
校
再
編
で
は
、
志

島
・
立
神
・
甲
賀
の
小

学
校
を
統
合
し
、
甲
賀

小
学
校
を
使
用
す
る
学

校
と
し
て
い
る
。

　

甲
賀
小
学
校
の
現
状

は
、
統
合
し
た
生
徒
数

を
満
た
す
教
室
等
の
絶

対
数
が
不
足
し
、
築
46

年
を
経
過
し
、
校
舎
の

老
朽
化
が
進
み
、
立
地

的
に
も
海
岸
か
ら
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
海

抜
2
・
3
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
て
い
る
。

　

南
海
・
東
南
海
な
ど

の
地
震
や
津
波
が
発
生

観
光
案
内
地
図
看
板
の
設
置
を

甲賀小学校の
高台新築移転は

す
。
観
光
客
に
写
真
を
見
せ
、

感
想
を
求
め
る
と
「
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

分
か
ら
な
い
」
と
の
返
答
で

し
た
が
、
こ
ん
な
看
板
が
市

の
観
光
に
役
立
つ
の
か
。

　

ま
た
、
安
濃
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
案
内
所
に
伊
勢
市
や

鳥
羽
市
な
ど
の
観
光
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
志
摩

市
だ
け
が
な
い
が
、
何
か
制

限
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

特
に
制
限

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

観
光
案
内
の
看
板
、

観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

非
常
に
観
光
に
有
効
で
、
国

道
沿
い
や
バ
イ
パ
ス
、
サ
ー

す
れ
ば
、
生
命
を
亡
く
す
危

険
が
あ
り
、
早
期
に
高
台
新

築
移
転
の
必
要
性
が
あ
る
が
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。

市
長　

小
学
校
の
高
台
移
転

は
、
市
の
財
政
状
況
も
大
変

厳
し
く
、
昨
年
12
月
17
日
の

知
事
と
市
長
の
一
対
一
対
談

の
中
で
、
学
校
の
高
台
移
転

用
地
購
入
の
補
助
金
制
度
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に

国
会
議
員
に
陳
情
し
た
り
、

国
の
防
災
施
策
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ビ
ス
エ
リ
ア
に
私
自
身
が
お

願
い
し
、
置
い
て
い
く
よ
う

に
努
力
し
ま
す
。
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志摩市の地震津波
防災対策は大丈夫か

議員
小 田 幸 道

問　

Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直

下
型
地
震
、
茨
城
県
沖
か
ら

千
葉
県
銚
子
沖
海
洋
大
地

震
、
三
陸
沖
の
日
本
海
溝
東

側
の
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
型
地

震
、
さ
ら
に
東
海
・
東
南
海
・

南
海
・
日
向
灘
・
南
海
ト
ラ

フ
海
溝
型
５
連
動
地
震
、
新

潟
中
越
地
震
、
富
士
山
、
桜

島
の
大
噴
火
も
予
測
さ
れ
る

中
、
現
状
把
握
・
問
題
点
整

理
、
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う

に
実
行
し
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
か
。

市
長　

高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
の
避
難
対
策
、
一
時
避

難
所
の
見
直
し
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
防
災
出
前
講
座
の

実
施
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
整
備
な
ど
、
さ
ら

に
は
一
時
避
難
所
な
ど
の
海

抜
調
査
お
よ
び
表
示
、
避
難

路
や
手
す
り
な
ど
の
整
備
、

備
蓄
食
料
整
備
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
避
難
誘
導
看

板
、
国
府
地
区
避
難
施
設
整

備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
配
備
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
６
月
、
私
が
提
案

し
た
電
源
、
電
気
代
の
い
ら

な
い
ソ
ー
ラ
ー
外
灯
の
設
置

と
、
股
を
通
す
ベ
ル
ト
と
首

固
定
の
発
泡
剤
入
り
襟
と
反

射
板
が
付
い
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
は
検
討
し
た
か
。

市
長　

種
類
が
あ
る
の
で
、

適
切
な
も
の
を
選
定
し
た
い
。

総
務
部
長　

ソ
ー
ラ
ー
式
避

難
誘
導
用
道
路
び
ょ
う
を

２
０
０
個
購
入
し
た
い
。

問　

一
時
避
難
所
基
準
は
、

鳥
羽
市
が
標
高
20
ｍ
以
上
、

南
伊
勢
町
が
標
高
15
ｍ
以
上

と
し
て
い
る
。
志
摩
市
も
20

ｍ
以
上
に
し
、
自
主
避
難
所

の
予
測
浸
水
高
を
一
覧
表
記

す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長　

基
準
は
、
外
湾
、
内

湾
と
地
域
別
に
調
査
を
や
っ

て
い
き
た
い
。
浸
水
高
表
記

は
、
自
治
会
と
相
談
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
配

付
し
た
い
。

問　

南
張
地
区
の
集
落
は
高

い
と
こ
ろ
で
５
ｍ
、
予
測
最

大
津
波
高
は
12
ｍ
で
全
面
浸

水
地
域
で
す
。
避
難
所
も
一

番
高
い
所
で
徳
林
寺
の
標
高

20
ｍ
、
太
平
洋
の
真
正
面
で

海
浜
か
ら

５
０
０
～

６
０
０
ｍ

と
近
い
と

こ
ろ
に
あ

り
、
し
か

も
ス
ロ
ー

プ
状
に
な

っ
て
い
て
、

遡
上
高
を

考
え
る
と

危
険
で
す
。

介
護
施
設

も
あ
る
た

め
、
津
波

被
災
後
の

避
難
生
活

を
す
る
施

設
が
必
要
で
す
。
南
張
地
区

は
、
昨
年
12
月
に
土
地
の
検

討
を
し
、
避
難
施
設
建
設
の

要
望
を
24
年
度
の
補
正
予
算

で
お
願
い
し
た
が
、
い
か
が

か
。

市
長　

も
う
一
度
地
区
の

方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
詰
め
て
い
き
た
い
。

問　

暮
ら
し
の
便
利
帳
の
津

波
浸
水
マ
ッ
プ
は
小
さ
く
、

し
か
も
平
成
21
年
２
月
の
古

い
マ
ッ
プ
で
す
。
最
新
マ
ッ

プ
を
配
付
す
る
の
か
。

ま
た
５
つ
の
福
祉
避
難
所
の

う
ち
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
施

設
は
い
く
つ
あ
る
か
、
そ
の

対
策
は
。

総
務
部
長　

自
治
会
単
位
に

絞
り
込
ん
だ
、
分
か
り
や
す

い
マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

浜
島
さ
く

ら
苑
は
浸
水
地
域
に
入
っ
て

い
ま
す
。

南張地区集落

南張地区津波浸水予測図面
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どうなる
24時間対応型訪問サービス

問　

義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
率
助
成

措
置
と
今
後
の
対
応
策
を
問

う
。

市
長　

設
置
率
は
65
．
８
％

で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
に
対
し
て
設
置
経
費
の
３

分
の
２
の
額
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
防
火
訪
問

な
ら
び
に
広
報
誌
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。

問　

東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
、

新
た
な
防
災
教
育
の

指
導
方
法
や
教
育
方

法
の
開
発
、
普
及
等

を
行
う
た
め
、
防
災

教
育
を
行
う
学
校
に

お
け
る
取
り
組
み
支

援
、
実
践
的
防
災
教

育
総
合
支
援
事
業
の
モ
デ
ル

事
業
の
活
用
で
防
災
教
育
の

推
進
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

県
教
育
委
員
会

を
通
じ
て
募
集
が
あ
れ
ば
、

沿
岸
地
域
に
位
置
す
る
学
校

と
事
業
に
応
募
す
る
か
ど
う

か
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ

る
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
合
う
研
修
会
な
ど
も
企
画

し
、
防
災
意
識
と
実
践
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

観
光
価
値
の
創
造
を
図
っ
て

い
く
地
域
発
の
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
を
も
っ
た
、
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
る
が
、
志
摩
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立

の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

他
の
市
町
で
の
活
動

実
績
や
、
組
織
体
制
な
ど
を

十
分
研
究
し
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
、
民
間
主
導

の
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　

農
林
水
産
省
は
、
地
名

を
冠
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
後

の
新
た
な
登
録
制
度
を
導
入

す
る
方
針
だ
が
、
新
制
度
に

向
け
て
の
対
応
策
を
問
う
。

市
長　

ま
ず
は
、
里
海
の
ま

ち
を
背
景
と
し
た
、
志
摩
市

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
確

実
に
足
元
を
固
め
る
こ
と
か

ら
始
め
、
必
要
に
応
じ
て
国

や
県
の
制
度
と
の
連
動
や
相

乗
効
果
の
検
討
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問　

訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
在
宅
介

護
の
切
り
札
と
し
て
、
期
待

さ
れ
る
。
実
際
に
は
ど
う
い

っ
た
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
の

か
。

市
長　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
料
が
一
定
で
24
時
間
の

対
応
が
可
能
な
た
め
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
い
い
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
し
か
し
、
提
供
す

る
事
業
者
は
、
24
時
間
対
応

の
た
め
の
人
員
確
保
や
定
額

報
酬
で
あ
る
た
め
の
採
算
性

な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

志
摩
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
事
業

者
に
も
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

目
指
せ

ス
ポ
ー
ツ
観
光

先
進
地

火
災
警
報
器

設
置
で

逃
げ
遅
れ
被
害
の

防
止
を

地域ブランドに
新たな

登録制度へ

高めよう
防災意識の
向上を

議員
中 川 弘 幸

観光庁長官･講演会にて

市
内
の
学
校
で
配
布
さ
れ
た
防
災
ノ
ー
ト
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問　

非
常
時
対
策
で
、
消
防

団
、
自
主
防
災
組
織
と
の
常

日
ご
ろ
の
信
頼
関
係
が
と
れ

て
い
る
の
か
。

市
長　

一
時
避
難
場
所
等
の

海
抜
調
査
を
行
い
、
自
治
会

に
情
報
提
供
を
行
い
、
各
自

治
会
長
等
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
避
難
経
路
図
等
の
現
地

調
査
を
行
い
、
一
部
避
難
経

路
へ
の
手
す
り
の
設
置
等
の

改
修
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
主
催
の
訓
練

で
は
、消
防
団
も
参
加
し
、訓

練
指
導
を
行
う
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
連
携
を
取
り
、
活
動

地
震
対
策

問　

今
あ
ん
な
に
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
さ
れ
て
い
る
の
に
、
私

た
ち
に
は
使
え
な
い
。

そ
れ
は
、
志
摩
市
に
取
り
入

れ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

障
害
が
あ
る
の
か
。

市
長　

非
常
に
高
い
純
度
の

ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、

問　

携
帯
電
話
の
中
継
局
が
、

人
体
に
影
響
を
与
え
る
の
か
。

市
長　

国
に
お
い
て
は
、
約

50
年
以
上
に
わ
た
る
国
内
外

の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
策

定
さ
れ
た
電
波
防
護
指
針
が

あ
り
、
熱
作
用
に
よ
る
人
体

へ
の
電
波
の
吸
収
量
に
約
50

倍
の
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
、

携
帯
電
話
基
地
局
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
な
い
も
の
と
認
識
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

正
し
い
情
報
の
収
集
に
は
努

め
ま
す
。

光
信
号
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
せ

る
構
造
で
、
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ

ル
と
比
べ
信
号
の
減
衰
が
少

な
く
、
超
長
距
離
で
の
デ
ー

タ
通
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

電
気
信
号
と
比
べ
、
大
量

に
束
ね
て
も
、
相
互
干
渉
を

せ
ず
、
通
信
速
度
は
段
違
い

に
早
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り

ま
す
。

　

フ
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域
と
い
っ

た
点
に
限
っ
て
、
現
在
鳥
羽

市
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
平
成

24
年
度
中
に
鵜
方
・
神
明
地

区
と
、
片
田
・
布
施
田
・
和

具
・
越
賀
地
区
で
フ
レ
ッ
ツ

光
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
ａ
ｕ
光
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
地
域
は
、
津
市

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
な
い
市
内
の

そ
の
他
の
地
域
に
も
、
市
民

均
一
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

光ケーブル

携帯電話の中継局

議員
井 上 裕 允

を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
信
頼
関
係
は
と

れ
て
い
る
も
の
と
認

識
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
方
々
、
本

当
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
消
防
十
訓

の
中
で
、
自
分
の
生

命
を
賭
し
て
市
民
の

命
を
守
っ
て
い
ま
す

し
、
ど
こ
ま
で
我
々

が
支
援
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
対
応
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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問　

街
中
で
あ
れ
ば
加
入
分

担
金
の
み
で
済
む
と
思
う
が
、

私
の
言
っ
て
い
る
地
域
は
国

道
を
挟
ん
で
お
り
、
ま
た
戸

数
が
少
な
い
た
め
に
、
市
の

給
水
規
定
に
よ
る
と
、
負
担

が
割
高
に
な
り
、
負
担
で
き

な
い
と
い
う
訳
で
す
。

　

そ
こ
で
、
３
点
に
つ
い
て

問
い
ま
す
。
１
点
目
は
、
加

入
分
担
金
の
性
質
に
つ
い
て

の
見
解
。
２
点
目
は
、
配
水

補
助
管
整
備
規
程
の
補
助
管

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
３

点
目
は
、
補
助
管
に
係
る
事

業
者
負
担
の
考
え
方
と
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
、
答
弁
を
求

め
ま
す
。

市
長　

加
入
分
担
金
は
、
経

費
の
一
部
に
充
当
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
新
規
需
要
者
と

従
来
か
ら
の
需
要
者
と
の
負

担
の
公
平
を
期
す
た
め
の
措

置
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

次
に
、
補
助
管
の
定
義
で

す
が
、
整
備
規
程
第
二
条
の

適
用
の
範
囲
に
お
い
て
、
公

道
を
縦
断
す
る
補
助
管
布
設

の
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
ま

た
は
市
長
が
必
要
と
認
め
た

と
き
に
適
用
す
る
と
あ
り
、

そ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
配

水
補
助
管
施
工
規
程
に
関
す

る
運
用
基
準
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
補
助
管
の
布
設
費

用
負
担
の
考
え
方
と
根
拠
に

つ
い
て
、
工
事
費
用
は
管
の

大
き
さ
に
比
例
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
工
事
費
の
二

分
の
一
相
当
額
が
妥
当
と
考

え
て
お
り
、
１
０
０
万
円
の

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
経
済

的
に
妥
当
な
距
離
を
想
定
し

て
い
る
も
の
で
、
過
大
な
投

資
と
な
ら
な
い
経
費
で
効
果

を
得
ら
れ
る
金
額
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

先
行
投
下
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
費

用
は
、
こ
の
規
定
を
適
用
す

る
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

状
況
に
よ

っ
て
変
わ
っ
て
く
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の

場
合
、
地
域
が
ど
れ
だ
け
の

規
模
に
な
る
の
か
、
そ
の
辺

も
考
え
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

街
中
で
あ
れ
ば
、
補
助

管
へ
の
負
担
は
な
い
と
思
う
。

は
た
し
て
公
平
な
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
る
。
ど
う
お
考

え
か
。

上
下
水
道
部
長　

自
治
会
、

ま
た
地
区
の
み
な
さ
ん
と
も

話
を
し
、
最
善
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

受
益
の
範
囲
を
超
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
配
水

施
設
は
事
業
者
が
負
担
す
べ

き
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
が
、

そ
の
あ
た
り
は
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長　

別
の
法
律
、

そ
の
他
の
規
定
等
を
設
け
て
、

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
か
な
り

厳
し
い
経
営
環
境
が
予
想
さ

れ
る
の
で
現
行
制
度
を
使
っ

て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議員
助 田 時 夫

水道事業　平等か
給水を受ける権利の値段
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問　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
、

人
事
に
関
し
て
は
任
命
権
者

で
あ
る
市
長
の
専
権
事
項
で

あ
り
ま
す
が
、
例
年
行
わ
れ

て
い
る
人
事
異
動
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
基
準
が
策
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

市
長　

異
動
に
あ
た
っ
て
の

基
準
は
、
特
に
明
文
化
し
た

よ
う
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
事
異
動
希
望
調
書
と
勤
務

評
定
に
よ
る
評
価
を
参
考
に

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
１
月

か
ら
庁
舎
敷
地

内
で
の
喫
煙
が

全
面
的
に
禁
止

さ
れ
た
が
、
こ

の
こ
と
が
告
げ

ら
れ
た
と
き
に
、

喫
煙
の
習
慣
の

な
い
私
個
人
で

も
い
さ
さ
か
唐

突
な
感
じ
を
受

け
ま
し
た
。

　

喫
煙
が
当
人

の
健
康
を
害
す

る
こ
と
。
ま
た
、

喫
煙
そ
の
も
の

が
受
動
喫
煙
と
い
う
形
で
周

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
喫
煙
の
習
慣
は
古
く
か

ら
人
々
の
嗜
好
品
と
し
て
深

く
生
活
習
慣
に
定
着
し
て
い

ま
す
。

　

禁
煙
に
反
対
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
一
つ

隔
て
た
県
の
庁
舎
で
は
、
喫

煙
可
能
で
す
。
し
か
も
年
間

４
億
円
近
い
税
収
を
志
摩
市

議員
森 本 雅 太

定員適正化計画の
今後の見通しは

問　

平
成
18
年
３
月
策
定

（
22
年
３
月
改
訂
）
の
志
摩

市
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
、
計
画
は
合
併
直
後
の
計

画
策
定
で
あ
る
の
で
、
現
状

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
対

応
は
。

市
長　

適
正
化
計
画
は
目
標

ど
お
り
に
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
行
政
改
革

や
組
織
の
見
直
し
を
図
り
、

人
員
削
減
、
人
件
費
の
抑
制

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
行
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

問　

適
正
化
計
画
は
計
画
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
計
画
そ
の
も

の
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

　

県
内
各
市
の
人
口
１
万
人

あ
た
り
の
職
員
数
を
見
る
と
、

県
下
14
市
の
内
で
３
番
目
に

多
い
、
計
画
そ
の
も
の
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

合
併
時
に
決
め
ら
れ

た
削
減
目
標
で
は
適
当
な
か

た
ち
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
所
掌
事
務

と
適
正
規
模
を
調
べ
、
し
っ

か
り
と
人
員
削
減
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

人
事
異
動
の

基
準
は

あ
る
の
か

庁
舎
敷
地
内

全
面
禁
煙
後
の
現
状
は

は
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
て
、
禁
煙
に
向
け
て
の
対

応
は
段
階
的
に
進
め
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。

市
長　

新
庁
舎
建
設
の
際
に

も
禁
煙
に
す
る
の
か
、
分
煙

に
す
る
の
か
検
討
を
行
い
ま

し
た
が
、
以
降
、
厚
生
労
働

省
局
長
に
よ
る
通
知
な
ど
も

あ
り
、
ま
た
職
員
か
ら
の
全

面
禁
煙
へ
の
政
策
提
言
も
あ

り
、
平
成
23
年
１
月
１
日
か

ら
分
煙
か
ら
完
全
禁
煙
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
面
禁
煙
し
た
こ

と
に
よ
る
市
民
の
具
体
的
な

反
応
と
し
て
は
、
賛
成
の
意

見
は
も
ち
ろ
ん
、
喫
煙
室
の

再
開
の
要
望
と
か
敷
地
外
で

タ
バ
コ
を
吸
う
職
員
へ
の
苦

情
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
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問　

伊
勢
市
の
社
会
福
祉
法

人「
む
げ
ん
の
か
の
う
せ
い
」

が
甲
賀
地
区
に
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
志
摩

市
は
民
間
の
保
育
所
誘
致
に

当
た
り
、
市
と
し
て
基
準
と

し
て
い
る
こ
と
は
何
な
の
か
。

　

ま
た
、
こ
の
法
人
に
決
定

し
た
理
由
は
。

市
長　

志
摩
市
に
お
い
て
、

民
間
保
育
所
の
開
設
に
あ
た

り
基
準
と
し
て
い
る
主
な
も

の
は
４
点
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
民
間
の
認
可

問　

県
は
、
２
０
１
２
年
度

か
ら
老
朽
化
し
た
１
３
６
ヵ

所
海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に

入
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
志

摩
市
で
は
、
ど
の
地
域
の
堤

防
護
岸
が
該
当
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
４
年
間
の
計
画
内

容
は
。

市
長　

三
重
県
の
海
岸
施
設

は
、
昭
和
28
年
台
風
13
号
、

昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
後

に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
大
部

海
岸
堤
防
の
補
修
計
画

保
育
所
運
営
の
実
績
が
あ
る

事
業
者
。
２
点
目
、
保
育
所

運
営
に
対
す
る
熱
意
と
識
見

を
有
し
財
務
状
況
が
良
好
で

あ
る
な
ど
実
績
を
持
っ
た
事

業
者
。
３
点
目
は
、
特
別
保

育
な
ど
充
実
し
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
者
。

４
点
目
、
整
備
予
定
地
の
立

地
条
件
で
す
。

　

こ
の
４
点
の
条
件
を
、
こ

の
法
人
は
ク
リ
ア
さ
れ
て
お

り
、
私
も
副
市
長
も
数
回
に

わ
た
り
法
人
代
表
者
と
話
し

合
い
を
持
ち
、
聞
き
取
り
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
決
定
し
ま

し
た
。

　

当
法
人
は
、
志
摩
市
で
も

子
ど
も
た
ち
の
根
っ
こ
を
育

て
、
心
と
体
を
豊
か
に
育
て

る
保
育
所
と
し
て
、
乳
幼
児

期
の
大
切
な
基
礎
づ
く
り
の

と
き
に
、
優
し
く
強
い
心
を

し
っ
か
り
と
は
ぐ
く
む
保
育

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
、

非
常
に
熱
意
の
あ
る
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
で
、
築
後
50
年
程
度
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
老

朽
化
調
査
を
実
施
し
て
お
り

調
査
の
結
果
、
空
洞
あ
り
と

確
認
さ
れ
た
ヵ
所
は
、
市
内

で
10
ヵ
所
、
総
延
長
４
４
７
．

８
ｍ
で
す
。
内
訳
は
、
的
矢

湾
地
域
２
ヵ
所
、
延
長
33
ｍ
。

安
乗
地
区
沿
岸
４
ヵ
所
、
延

長
１
６
８
．
６
ｍ
。
国
府
地

区
海
岸
１
ヵ
所
、
延
長
95

ｍ
。
神
明
東
地
先
海
岸
１
ヵ

所
、
延
長
は
42
ｍ
。
越
賀
浦

地
区
海
岸
１
ヵ
所
、
延
長
80

ｍ
。
塩
屋
北
地
区
海
岸
１
ヵ

所
、
延
長
29
．
２
ｍ
で
す
。

抜
本
的
な
対
策
に
は
多
額
の

予
算
が
必
要
な
た
め
、
空
洞

化
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
県

内
の
優
先
度
の
高
い
約
40
ヵ

所
を
選
び
補
修
を
す
る
予
定

で
す
。

※　

他
に
「
平
成
24
年
度
の

　

観
光
戦
略
と
若
い
観
光
経

　

営
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

　

め
の
施
策
と
方
向
性
」「
志

　

摩
市
で
生
活
で
き
る
た
め

　

の
『
稼
げ
る
里
海
』
と
は
」

　

を
質
問
し
ま
し
た
。

民間保育所誘致の基準
としていることは何か

議員
上 村 繁 子

民間保育所誘致現場

安乗海岸
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問　

近
い
将
来
発
生
が
予
想

さ
れ
る
、
東
海
・
東
南
海
・

南
海
の
３
連
動
地
震
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

　

津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た

場
合
、
浸
水
被
害
を
受
け
る

消
防
団
の
拠
点
で
あ
る
詰
所

は
何
ヵ
所
あ
る
か
。

　

ま
た
、
被
害
を
受
け
な
い

た
め
に
詰
所
を
高
台
へ
移
転

さ
せ
る
計
画
は
あ
る
か
。

問　

ナ
マ
コ
の
資
源
保
護
に

つ
い
て
問
う
。

　

英
虞
湾
で
の
ナ
マ
コ
漁
獲

方
法
と
し
て
、
素
潜
り
で
捕

獲
し
て
い
る
一
部
地
域
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
漁
法
で

は
、
ナ
マ
コ
を
絶
や
し
て
し

ま
う
。

　

そ
こ
で
、
市
に
お
い
て
県

の
漁
業
調
整
規
則
の
よ
う
な

条
例
規
則
を
制
定
で
き
な
い

か
。

議員
山 際 　 優

市
長　

昨
年
の
10
月
に
三
重

県
が
発
表
し
た
津
波
浸
水
予

測
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
消

防
団
が
利
用
し
て
い
る
詰
所
、

格
納
庫
併
設
を
含
め
市
所
有

と
磯
部
町
の
区
が
所
有
し
て

い
る
施
設
を
合
わ
せ
て
24
ヵ

所
の
内
、浜
島
町
４
施
設
、大

王
町
２
施
設
、
志
摩
町
４
施

設
、
阿
児
町
２
施
設
、
磯
部

　

ナ
マ
コ
の
資
源
増
殖
と
し

て
、
船
越
地
区
で
は
旧
船
越

漁
協
当
時
、
牡
蠣
ガ
ラ
を
袋

に
入
れ
て
海
域
へ
投
入
し
、

ナ
マ
コ
の
ふ
化
着
床
場
と
し

て
、
ま
た
、
棲
み
処
と
し
て

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

最
近
、
中
華
料
理
用
と
し

て
英
虞
湾
の
ナ
マ
コ
が
高
値

で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

漁
民
か
ら
牡
蠣
ガ
ラ
を
再
度

海
域
へ
投
入
し
、
資
源
増
殖

を
図
り
た
い
と
の
相
談
を
受

け
た
が
、
市
と
し
て
、
牡
蠣

ガ
ラ
の
購
入
等
、
軽
微
な
新

規
事
業
へ
の
支
援
は
で
き
な

い
か
。

町
３
施
設
の
合
計
15
ヵ
所
が

浸
水
予
測
区
域
に
含
ま
れ
ま

す
。

　

詰
所
の
高
台
移
転
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
施
設
は
老
朽
化
の
著

し
い
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、

消
防
団
の
統
廃
合
も
視
野
に

入
れ
て
、
今
後
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

市
長　

市
の
条

例
等
で
漁
獲
制

限
の
た
め
の
条

例
等
を
制
定
す

る
こ
と
は
、
理

論
上
は
不
可
能

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
法
律
に

基
づ
か
な
い
た

め
、
罰
則
規
定

を
設
け
る
場
合

の
根
拠
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
罰
則

規
定
を
受
け
る

側
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
が

必
要
と
な
り
、
内
容
に
よ
っ

て
は
権
利
を
侵
害
す
る
可
能

性
が
あ
り
現
実
的
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

軽
微
な
新
規
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
対
し
て
は
、
そ
の

内
容
を
詳
し
く
お
聞
き
し
、

整
理
し
た
上
で
漁
業
協
同
組

合
や
関
係
地
区
の
調
整
が
と

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
予
算

の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

※　

他
に
「
新
年
度
予
算
編

　

成
に
つ
い
て
」「
し
尿
処
理

　

対
策
に
つ
い
て
」
を
質
問

　

し
ま
し
た
。

里海創生・
稼げる里海
対策を問う

津波対策・消防団詰所は
大丈夫か

船越海域水中写真

津波被害が予想される詰所の一部
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問　

避
難
路
の
整
備
状
況
は
。

市
長　

自
治
会
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
６
ヵ
所
は
完
了
し
、

残
り
は
新
年
度
予
算
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

問　

23
年
12
月
定
例
会
で

「
避
難
路
の
点
検
や
除
草
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
、
自

治
会
と
協
議
し
て
ほ
し
い
」

と
指
摘
し
た
と
き
、
市
長
は

「
自
治
会
と
協
議
し
、協
力
を

得
な
が
ら
、
ま
た
、
市
も
支

援
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
協
議
を
さ
れ

た
か
。

総
務
部
長　

協
議
し
て
い
ま

せ
ん
。

問　

防
災
訓
練
を
実
体
験
型

に
見
直
す
考
え
は
。

市
長　

防
災
対
策
の
目
的
は

住
民
の
命
を
助
け
る
こ
と
と
、

訓
練
を
通
じ
て
防
災
意
識
の

向
上
、
防
災
関
係
機
関
相
互

の
組
織
体
制
の
機
能
確
認
を

含
め
た
多
重
的
な
意
味
合
い

で
や
っ
て
い
ま
す
。

問　

地
域
防
災
計
画
の
大
幅

な
見
直
し
が
必
要
で
す
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
市
の
主

要
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
防

災
対
策
を
話
し
合
う
会
議
は

開
か
れ
ま
し
た
か
。

総
務
部
長　

幹
部
会
議
は
里

海
が
３
回
、
病
院
事
業
が
２

回
と
い
う
こ
と
で
５
回
開
い

て
い
ま
す
。
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
来
年
早
々
、
協
議
・

検
討
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問　

被
災
者
の
受
け
入
れ
体

制
は
。

市
長　

避
難
者
を
約
１
万
人

と
想
定
し
て
い
ま
す
。
市
内

の
受
け
入
れ
人
数
は
約
９
千

人
で
す
が
、
残
る
約
千
人
は

校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
で
可

能
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

地
域
防
災
計
画
の
中
に

中
長
期
の
被
災
対
策
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
具

体
的
な
計
画
を
作

成
す
る
考
え
は
。

市
長　

３
連
動
の

地
震
津
波
を
想
定

し
、
仮
設
住
宅
用

地
な
ら
び
に
が
れ

き
の
一
時
保
管
場

所
の
用
地
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
防

災
用
地
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

将
来
、
津
波

議員
野 名 澄 代

問　

防
災
行
政
無
線
工
事
完

了
に
よ
り
、
市
が
業
者
か
ら

引
渡
し
を
受
け
た
日
は
。

防災行政
無線工事
を問う

総
務
部
長　

23
年
12
月
12
日

で
す
。

問　

こ
の
日
で
屋
外
拡
声

機
・
戸
別
受
信
機
の
難
聴
は

解
消
し
た
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

市
長　

解
消
さ
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

私
は
解
消
し
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
24
年
２

月
25
日
の
日
付
で
「
難
聴
が

１
ヵ
月
を
過
ぎ
て
い
る
の
に

放
置
さ
れ
た
ま
ま
」
と
の
手

紙
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、

苦
情
が
あ
っ
た
世
帯
を
調
査

し
て
く
だ
さ
い
。
防
災
行
政

無
線
工
事
に
つ
い
て
は
、
入

札
で
は
参
加
業
者
２
社
の
中

の
１
社
が
「
辞
退
」
と
い
う

無
効
札
を
入
れ
た
た
め
、
残

る
１
社
の
落
札
を
許
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
難
聴
地
域
の
調
査

を
含
め
た
基
本
計
画
の
甘
さ

に
よ
り
、
難
聴
地
域
解
消
に

約
８
７
０
万
円
も
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯

も
含
め
て
、
約
18
億
５
千
万

円
も
の
税
を
投
入
し
て
、
難

聴
が
多
発
し
た
責
任
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

全
て
の
責
任
は
私
に

あ
り
ま
す
。

浸
水
区
域
の
集
落
を
高
台
へ

移
転
す
る
考
え
は
。

市
長　

統
廃
合
さ
れ
た
高
台

の
学
校
校
舎
や
校
庭
を
含
め

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

防災・被災対策の見直しを

屋外拡声子局
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議 案 の 審 議 結 果 一 覧 表
議　　案　　名

議決結果
賛成 反対

承認第･1･号 専決処分の承認を求めることについて（平成23年度一般会計補正予算（第６号）について） 賛成全員
承認第･2･号 専決処分の承認を求めることについて（税条例の一部改正について） 賛成全員
承認第･3･号 専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部改正について） 賛成全員
承認第･4･号 専決処分の承認を求めることについて（放課後児童クラブ条例の一部改正について） 賛成多数 13 7
議案第66号 平成24年度一般会計補正予算（第１号）について 賛成全員

平
成
24
年
第
１
回
臨
時
会
を
４
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
専
決
処
分
４
件
と
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
が

提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
1
回
臨
時
会

問　

学
校
施
設
の
目
的
外
使
用
と
な
ら
な
い

の
か
。

答　

財
産
処
分
手
続
き
は
不
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　

責
任
範
囲
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と

思
う
が
、
専
決
処
分
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

実
施
主
体
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
が

責
任
を
持
っ
て
事
業
の
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
、
保
護
者

を
含
め
、
今
後
さ
ら
に
詳
細
に
つ
い
て
は

協
議
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
　

約
２
年
検
討
し
ま
し
た
が
、
移
転
に
適

当
な
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
急
な
展
開
で
す
が
、
年
明
け

か
ら
検
討
結
果
も
踏
ま
え
、
保
護
者
の
要

望
に
応
え
ま
し
た
。

問　

平
日
、
児
童
を
受
け
入
れ
る
の
は
何
時

か
ら
か
。

答　

放
課
後
か
ら
で
す
。

問　

支
援
が
必
要
な
児
童
が
入
学
し
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。

答　

特
別
支
援
教
室
は
２
室
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
室
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
利
用
し

ま
す
。
２
室
と
も
使
用
す
る
場
合
は
、
放

課
後
ま
で
使
用
し
ま
す
。

主
　
な
　
質
　
疑

浜
島
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

浜
島
小
学
校
へ
移
転

○平成23年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれに9112万円を追加し、予算総額は268億7853万円となり

ました。
　　歳入：各種譲与税および交付金の確定に伴う予算調整
　　歳出：合併特例債充当事業等の完了に伴う起債借入額の調整および事業

　　　　費の精算

○税条例の一部改正
　地方税法および国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律の

施行に伴う一部改正。

○国民健康保険税条例の一部改正
　東日本大震災の被災者等にかかる国税関係法律の臨時特例に関する法律の

一部を改正する法律および地方税法の一部を改正する法律の公布に伴う、
被災居住用財産の敷地にかかる譲渡期限延長の特例措置についての改正。

○放課後児童クラブ条例の一部改正
　浜島放課後児童クラブの位置を変更するための一部改正。

　歳入歳出それぞれに5535万円を追加し、予算総額は243億9195万円となり
ました。
　　歳入：財政調整基金繰入金
　　歳出：災害補償費

専 決 処 分 の 内 容

平成24年度補正予算の内容
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議
員
研
修
会
を
開
催

東
日
本
大
震
災

そ
の
と
き
何
が
起
こ
っ
た
か

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。

人
間
が
地
球
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と

言
う
こ
と
を
思
い
知
ら
せ
る
よ
う
な
、

東
日
本
大
震
災
。

　

そ
の
脅
威
に
、
人
々
は
そ
の
想
い

を
新
た
に
す
る
警
告
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
し
た
。
直
接
被
災
地
と
な
っ
た

気
仙
沼
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

携
え
て
、
市
の
職
員
が
、
そ
の
被
害

な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
の
３
月
11
日
が
再
び
襲
っ
て
き
た

よ
う
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
陸
の
沿
岸
は
、
こ
の
志
摩
市
と

同
じ
よ
う
な
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸

で
あ
り
、
近
い
う
ち
に
く
る
で
あ
ろ

う
大
地
震
に
備
え
る
た
め
、
そ
の
資

料
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
教
訓
を
元
に
、
地
震
津
波
の

恐
怖
か
ら
命
を
守
り
う
る
、
最
大
の

努
力
が
で
き
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら

の
訓
練
、
声
の
掛
け
合
い
を
す
る
こ

と
を
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
処
理
の

で
き
な
い
、
が
れ
き
の
問
題
に
も
、

正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
最
後
ま
で

被
災
地
の
絆
に
な
れ
る
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
20
日
に
、
気
仙
沼
市

役
所
危
機
管
理
課
防
災
情
報

係
の
村
上
充
さ
ん
を
お
招
き

し
、「
気
仙
沼
市
職
員
か
ら

見
た
東
日
本
大
震
災
」
を
テ

ー
マ
に
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
日
本
大
震
災

発
災
時
か
ら
の
様
子
や
対
応

な
ど
を
時
系
列
で
写
真
や
動

画
を
交
え
て
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

東
日
本
の
沿
岸
は
、
志
摩
市
の
よ

う
な
風
光
明
媚
な
美
し
い
リ
ア
ス
式

海
岸
で
す
が
、
昔
か
ら
津
波
の
被
害

を
よ
く
受
け
る
地
域
と
さ
れ
、
気
仙

沼
市
で
も
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
常
に
整
備
を
進
め
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
３
月
11
日
の
東

日
本
震
災
時
に
は
、
市
内
全
域
が
停

電
に
な
り
、「
ほ
と
ん
ど
の
機
材
が

使
え
な
か
っ
た
」「
情
報
の
伝
達
が

で
き
な
か
っ
た
」
な
ど
、
自
然
の
猛

威
に
人
間
は
立
ち
打
ち
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
、
強
調
し
て
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
教

育
・
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
訓
練
な
ど
も
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
何
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
検
証

し
な
が
ら
昔
か
ら
東
北
に
口
伝
え
に

伝
わ
っ
て
い
る『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』

で
そ
れ
ぞ
れ
が
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、

我
々
も
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
地
域
で
の
自
主
防
災
に
努
め
な

く
て
は
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

志
摩
市
民
！
災
害
へ
の
備
え

　

震
災
か
ら
１
年
３
ヶ
月
、
被
災
地

の
皆
様
に
お
見
舞
い
と
早
急
な
復
興

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
末
日
に
気
仙
沼
市
へ
現

状
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
に
は
被
災
地
職
員
村

上
さ
ん
の
災
害
研
修
を
受
け
ま
し
て
、

大
規
模
な
地
震
災
害
が
予
想
さ
れ
て

い
る
志
摩
市
に
も
避
難
高
所
の
確
保
、

通
信
機
能
の
不
能
、
離
島
対
策
、
水

産
業
再
興
な
ど
、
多
く
の
震
災
対
応

の
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
市
は
、
ひ
と
た
び
三
連
動
地
震

が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
揺
れ
は
過
去
最

大
級
に
な
り
、
津
波
は
24
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
、
東
日
本
大

震
災
に
も
匹
敵
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

堤
防
等
構
造
物
に
よ
る
防
災
に
は

限
界
が
あ
り
、震
災
が
起
き
た
ら「
自

分
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
避
難
し
助

か
る
の
か
、そ
し
て
次
の
行
動
は
？
」

各
人
が
普
段
か
ら
考
え
、
災
害
に
備

え
る
こ
と
が
最
善
の
防
災
対
策
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

上 

村 

繁 

子

産
業
建
設
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

山 

下　

 

弘

総
務
財
政
常
任
委
員
会

委
員
長　

井 

上 

裕 

允
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会派別政務調査費交付額・支出額　H23年４月～H24年３月分	 （単位：円）

※は個人負担を含んだ支出額

政
務
調
査
費
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
条
例

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会

の
監
視
機
能
強
化
や
政
策
立

案
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、

視
察
調
査
を
は
じ
め
、
資
料

作
成
、
資
料
購
入
、
研
修
参

加
な
ど
、
議
員
活
動
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
12
万
円
に
会
派
所
属

議
員
数
を
乗
じ
た
金
額
が
各

会
派
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

会
派
は
、
政
務
調
査
費
の

支
出
の
証
拠
書
類
な
ど
を
整

理
保
管
し
、
１
年
分
の
収
支

報
告
書
と
調
査
研
究
実
績
報

告
書
を
議
長
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
議
会
事
務
局
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

ま
た
、
交
付
さ
れ
た
調
査

費
に
不
要
額
が
生
じ
た
と
き

は
、
市
に
返
還
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
額
は 

1
４
９
万
６
７
８
２
円

項　　目 内　　　容 金額（円）

研究研修費

・会派が研究会、研修会等を開催するために必
要な経費

・会派が所属する議員等が他の団体の開催する
研究会、研修会等に参加するために要する経費

560,627

調 査 旅 費 会派が行う調査研究活動のために必要な先進地
調査、現地調査に要する経費 665,873

資料作成費 会派が行う調査研究活動のために必要な資料の
作成に要する経費 0

資料購入費 会派が行う調査研究活動のために必要な図書、資
料の購入に要する経費 70,580

広 聴 費
市政、会派の政策等に対する市民からの要望、
意見等を会派が聴取するための会議に要する経
費

156,442

そ の 他 の
経 費

上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必
要な経費（チラシ等） 43,260

合　　　　　　　　計 1,496,782

項目別政務調査費支出額

平
成
23
年
度
政
務
調
査
費
の
支
出
状
況

ど
う
使
わ
れ
た 

政
務
調
査
費

会派名（議員数） 交付額 支出額 返還額 所属議員　◎：代表　（平成24年3月31日現在）

フォーラム未来
（８名） 960,000 ※ 1,062,278 0

◎森　 　昶、杉木 弘明、西﨑 甚吾
　中川 弘幸、上村 繁子、山際 　優
　山下　弘、谷口　覚

志　清　会（５名） 600,000 0 600,000 ◎濵口 三代和、杉本 三八一
　森本 雅太、小田 幸道、小河 光昭

新　　　星（４名） 480,000 353,534 126,466 ◎福田 和義、松尾 忠一、井上 裕允
　中村 和晃

正　流　会（１名） 申請なし − − ◎野名 澄代

日本共産党（１名） 120,000 0 120,000 ◎坂口 　洋

新･政･し･ま（１名） 120,000 80,970 39,030 ◎髙岡 英史

清　　　晨（２名） 申請なし − − ◎助田 時夫、村瀬 利嗣

合　　計 2,280,000 1,496,782 885,496
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各
会
派
の
主
な
活
動
内
容

○いつでも、だれでも自由に傍聴できます。

○受付簿に氏名を記入していただくだけです。

○本庁６階までお越しください。

○傍聴席は３４席あり、車いす対応スペースも

　あります。

○通常、本会議は午前９時から開会されます。

○委員会の傍聴は、各委員長の許可により傍聴

　できます。

市役所１階ロビーで議会中継を見ることもできます（本会議のみ）

【問い合わせ】議会事務局　TEL 0599-43-0250

市議会は、市の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。

ぜひ、傍聴にお越しください

あなたも、議会を傍聴してみませんか

○
「
こ
れ
か
ら
の
議
会
改
革

に
む
け
て
」「
東
日
本
大

震
災
で
明
ら
か
に
な
っ

た
、
防
災
上
の
問
題
と
方

向
性
」「
地
方
財
政
改
革

の
現
状
と
課
題
」「
貧
困

化
と
社
会
保
障
政
策
」「
自

治
体
政
策
づ
く
り
と
総
合

計
画
」
に
つ
い
て
の
研
修

（
大
阪
府
中
央
区
）

○
地
域
医
療
を
守
り
、
育
て

る
住
民
活
動
全
国
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　
（
栃
木
県
下
野
市
）

○
市
町
村
議
員
の
た
め
の
財

政
分
析
講
座

　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

○
郡
上
市
交
流
・
移
住
推
進

協
議
会
の
視
察
調
査

　
（
岐
阜
県
郡
上
市
）

○
旧
校
舎
を
利
用
し
た
介
護

付
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸

住
宅
「
能
登　

清
水
の
里

　

穴
水
」
の
視
察
調
査

　
（
石
川
県
穴
水
町
）

○
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

視
察
調
査

　
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

○
地
域
主
権
・
地
方
分
権
改

革
と
議
会
改
革
に
つ
い
て

の
研
修

　
（
三
重
県
津
市
）

○
財
政
分
析
講
座
・
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
セ

ミ
ナ
ー

　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

○
台
風
12
・
15
号
の
被
災
状

況
と
当
時
の
対
応
に
つ
い

て
視
察
調
査

　
（
三
重
県
熊
野
市
）

○
扇
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
視
察
調
査

　
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
公
共
施
設
の
あ
り
方
や
、

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
配
置
の
適
否
を
決
定
す

る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
視

察
調
査

　
（
静
岡
県
浜
松
市
）

○
「
東
日
本
大
震
災
、
津
波

被
害
に
遭
遇　

奇
跡
的
に

助
か
っ
た
」「
日
本
に
暮

ら
す
意
味
、
災
害
多
発
の

時
代
に
求
め
ら
れ
る
災
害

教
育
」
に
つ
い
て
の
研
修

　
（
三
重
県
津
市
）

　
○
会
報
誌
発
行
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この広報紙は、古紙配合率40％、白色度83％の再生紙と、
環境にやさしい大豆インクを使用しています。

編

集

後

記

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

を
「
志
摩
の
人
物
史
」
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
に
し
て
か
ら
一

年
半
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
に
在
る
先
人

ゆ
か
り
の
石
碑
や
絵
画
も
紹

介
し
、
た
い
へ
ん
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
志
摩
の
礎
を
築
い
て
き
た

先
人
の
功
績
を
再
度
見
つ
め

な
お
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ

と
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
中
に
は
、
優
れ
た

先
人
が
ま
だ
多
数
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
こ
の
人
を
紹
介
し
た

い
」
と
い
う
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
議
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

坂
口 　

洋

《
開
催
日
時
》

　
平
成
24
年

６
月
１
日
〜
６
月
25
日

《
開
催
場
所
》

本
庁
舎 

6
階 

議
場
・
委
員
会
室

※ 

審
議
内
容
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
月

6
日　

市
町
議
会
と
県
議
会
と
の

交
流
・
連
携
「
全
体
会
議
」

10
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

	

所
管
事
務
調
査

16
日　

全
員
協
議
会

	

議
員
総
会

17
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

	

所
管
事
務
調
査

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

27
日
～
３
月
23
日　

第
１
回
定
例

会

3
月

6
日　

議
員
総
会

7
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

8
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

12
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

13
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

19
日　

予
算
特
別
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

4
月

12
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

16
日　

全
員
協
議
会

	

議
員
総
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

第
1
回
臨
時
会

	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

協
議
会

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
■

委 

員 

長　

森
本　

雅
太

副
委
員
長　

村
瀬　

利
嗣

委　
　

員　

中
村　

和
晃

委　
　

員　

谷
口　
　

覚

委　
　

員　

小
河　

光
昭

委　
　

員　

坂
口　
　

洋

委　
　

員　

森　
　
　

昶

定

次

例

回

会

予

の

定

「しまし議会だより」はボラン
ティア団体のご協力で、視覚障
がいのある人に音訳（朗読）テ
ープによる広報をお届けしてい
ます。

全
国
で
活
躍
す
る
志
摩
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
志
摩
び
と
さ

ん
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
離
れ
て
気
付
い
た
、
志
摩
市
の
魅
力
は
？

ど
の
地
区
か
ら
で
も
す
ぐ
に
海
岸
線
に
出
て
、潮
風
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
と
、変
わ
る
こ
と
の
な

い
親
切
と
人
情
見
あ
ふ
れ
る
志
摩
ご
こ
ろ
で
す
。

●
志
摩
市
で
の
思
い
出
は
？

高
校
時
代
に
甲
賀
や
御
座
の
海
水
浴
場
へ
行
っ
た
り
、
柔

道
や
ラ
グ
ビ
ー
に
汗
を
流
し
て
い
た
こ
と
が
つ
い
最
近
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

●
帰
省
時
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

家
族
と
一
緒
に
帰
省
で
き
た
と
き
は
、
時
間
の
許
す
限
り
、

志
摩
地
方
の
案
内
を
し
て
、
故
郷
自
慢
を
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
志
摩
市
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

観
光
事
業
を
中
心
に
し
て
、
ま

す
ま
す
志
摩
市
は
発
展
し
て
い
き

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん

で
も
、
志
摩
の
自
然
と
人
々
の
心

は
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

～元大阪府警警官～ 磯部町出身奈良県在住 上 野 正 徳 さん


